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はしがき 

神奈川県沿岸の岩礁域には、クロアワビHaliotis 

discus discus、 マダカアワビH. madaka、 メガイアワ

ビH. giganteaの3種の暖流系大型アワビが生息し、沿岸

漁業において重要な資源となっている。県下のアワビ

類漁獲量は、1950年代から1980年代前半までは年間50

トン前後で推移していたが、1980年代後半より減少を

はじめ、1990年ごろから現在までは20トン前後で推移

している（図１）。 

 

図１ 神奈川県におけるアワビ類漁獲量と種苗放流数の推移 

 

こうした中、県内では1960年代よりアワビの種苗放

流が始まり、年間数十万個の種苗放流が実施され、現

在も年間35万個前後が放流されているが、漁獲量の回

復には至っていない（図１）。また、水揚げされるア

ワビ類の多くが放流個体由来であり、天然での再生産

に由来する個体はわずかである1）。 

天然のアワビ類は雌雄間距離が２ｍ離れると受精率

が50％に下がる2)ことが知られており、再生産が健全

に行われるためには、高い密度での親貝の生息が必要

と考えられている。アワビの親貝密度を高め、天然で

再生産が行われる健全な環境を復活させるため、神奈

川県が2006年に策定したアワビ資源回復計画3)、また

2011年より三浦半島沿岸の４漁協の策定したアワビ資

源管理計画により、禁漁区を設けて大型種苗を集中放

流し続けることで親貝密度を向上させ、天然での再生

産が行われる環境整備を目指した。 

本研究では禁漁区及びその周辺で親貝密度や餌環境、

食害生物の調査を行うことで、親貝場としての禁漁区

設定がアワビ類資源回復に与える効果を評価し、一定

の知見を得たので報告する。 

 

材料および方法 

禁漁区の設定と大型種苗の放流 

 2006年に策定された神奈川県三浦半島地区アワビ資

源回復計画に基づき、みうら漁業協同組合では松輪地

区のカタヤ中の根と呼ばれる漁場に（以下松輪とい

う）、城ケ島漁業協同組合は赤羽根の牧場と呼ばれる

旧来からの禁漁区に（以下城ヶ島という）、長井町漁

業協同組合はマガリカネの新造成漁場に（以下長井と

いう）、横須賀市大楠漁業協同組合は芦名地区のテト

ラポットの際の漁場に（以下大楠という）、各組合が

アワビ類の親貝密度確保を目的とした禁漁区を設定し

た（図２）。禁漁区としてはアワビの成育に適した岩

盤があり、カジメやアラメなどのアワビの餌料となる

大型褐藻類の繁茂した地区を選定した。 

本研究では、各漁協がアワビ類の資源回復計画およ

び資源管理計画に基づき、種苗放流を行った上記の漁

場を対象に、2009年から2015年まで追跡調査の結果を

示す。 
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図２ 禁漁区を設定した４地区の位置 

 

また、各禁漁区には年に一度、冬季に城ヶ島および

大楠ではマダカアワビ、松輪および長井ではメガイア

ワビの、2010年までは殻長50ｍｍ、2010年以降は殻長

30ｍｍの大型種苗を表１の通り放流した。 

 

表１ ４地区の禁漁区におけるアワビ種苗の年別放流実績（個） 

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

松輪 メガイ - 5000 5000 5000 2500 4200 2500 1600 1600 1600

城ヶ島 マダカ 1650 5000 5000 5000 2500 4200 2500 2500 2500 1600

長井 メガイ - 5000 5000 5000 2500 4200 2100 2000 2000 1400

大楠 マダカ 1650 5000 5000 5000 2500 4200 2100 1600 1600 0

地区 放流種
50mm種苗 30mm種苗

 

 

アワビ類親貝密度 

 大型種苗の放流開始から3年目、最初の放流貝が親

貝にまで成長したと想定した2009年から松輪地区と芦

名地区の禁漁区で、2010年から2015年には4地区全て

の禁漁区において年に一度、再生産に寄与するアワビ

の密度を記録するため、産卵のため表出して発見率の

高くなる冬季を中心に、2m×2mのコドラートを用いて

潜水による種別の計数と殻長の測定を行った（表２）。

クロアワビの生物学的最小形は、千葉県では雄が

6.2cm、雌が5.5cm4)、茨城県で8.0cm5)であることが知

られる。このことから本研究では殻長80mm以上を３種

の親貝の目安として計数を行った。各禁漁区内にラン

ダムにコドラートを置いた５カ所で計数を行い、１㎡

あたりのアワビ類親貝の個体数を算出し、2.0個体/㎡

以上を基準に種苗放流による親貝場造成の効果を評価

した。 

 

アラメ、カジメの被度 

 親貝密度の調査と同時に、アワビの餌となるカジメ

やアラメなどの大型褐藻類の密度を記録するため、親

貝密度調査と同様に、潜水による2m×2mのコドラートを

用いての被度（％）の計測を行った。 

 

食害生物の分布密度 

2009～2015年以降の各保護区（長井のみ2010～2014

年）において、アワビ種苗を襲うことが知られるヤツデ

ヒトデと、イシガニ、ベニツケガニ、ショウジンガニの

カニ類6）の１㎡当りの分布密度を、親貝密度と大型褐藻

の被度調査と同時に、同じコドラートを使って調査した。

なお、強力なアワビの食害種であるマダコについては、

検証の余地は残るものの、30mm程度の小型種苗を襲うこ

とはあまりない（河村私信）ことから、放流種苗の減耗

要因の検討からは除外した。 

 

一般漁場での魚種別漁獲状況と漁獲物の由来判別 

 禁漁区への種苗放流を行った４地区の一般漁場での

魚種別漁獲状況を、各漁協のTACシステム及び水揚げ

伝票から把握した。 

禁漁区での放卵放精により受精した幼生が、周辺の

漁場へ着底し漁獲サイズまで成長しているかを確認す

る手段の一つとして、松輪を除く３地区は2006年から

2014年、松輪は2012年までの漁期中（城ヶ島および長

井は6～10月、松輪は5～10月、大楠は7～10月）に市

場に水揚げされるアワビ類が種苗放流由来のもの（以

下、放流貝という）か、天然での再生産由来のものか

（以下、天然貝という）を判別し、禁漁区へ放流して

いる種毎に天然貝の漁獲割合の変化を確認した。判別

は殻頂部の付着物を除去し、人工生産した種苗に特有

のグリーンマークの有無を確認することにより行った。 

 

結 果 

親貝密度 

 2009年から2015年の各禁漁区における３種のアワビ

類の親貝分布密度の変化を図３に示す。禁漁区への種

苗放流を行っていないクロアワビについては、高くて

も0.4個体/㎡と、４地区すべてで密度が他の２種に比

べ低かった。マダカアワビについては、これを放流し

ている城ヶ島及び大楠では種苗放流を始めて５年目に

あたる2011年に密度が高まり、放流していない長井及

び松輪よりも高くなった。特に2011、2012年の大楠で

は、親貝密度の目標値である2.0個体/㎡を上回った。

メガイアワビについては、放流の有無に関わらず、ど

の地点も大きな差はなく、1.0個体/㎡以下で推移した。
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いずれの種も2012年ごろをピークに上昇傾向から下降

傾向へと転じていた。 
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図３ アワビ類の種苗を放流した地区別種別の親貝密度の

推移（殻長80mm以上） 
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図４ 各地区における大型褐藻類被度の推移 

 

 

餌料密度 

 ４つの地区ごとのアラメ、カジメの被度の年変化を

図４に示す。2009年を除き、城ヶ島と松輪で常に長井

と大楠の被度を上回った。松輪では被度の年変動は大

きくなく、常に30～50％程度を維持していた。城ヶ島

は2010年に40％だった被度が2013年にかけて減少し、

10％程度に落ち込んだが、2014年には急激な回復がみ

られた。長井と大楠は調査当初にはそれぞれ10％、

30％の被度だったが期間を通して減少し、長井では

2014年、大楠では2015年に被度０％となって以来、磯

焼けの状態が続いている。 

 

食害生物の分布密度 

 各禁漁区での各年の調査で得られた食害生物、ヤツ

デヒトデとカニ類の平均密度を表３に示す。城ヶ島の

カニ類がやや高いが、それ以外は１㎡あたり概ね0.1

個体以下であった。 

 

表３ 調査期間中の食害生物の密度（inds./㎡）の平均値 

松輪 城ヶ島 長井 大楠

ヤツデヒトデ 0.09 0.01 0.07 0.04

カニ類 0.06 0.31 0.08 0.04  

 

禁漁区への種苗放流以降の禁漁区外での魚種別漁獲量と

天然貝の混獲状況の変化 

 2006年以降、2014年までの各年に地区ごとに一般漁

場で水揚げされたアワビ類の魚種別漁獲量と、判別さ

れた天然貝と放流貝の割合を図５に示す。各地区の一

般漁場でアワビ類の漁獲量の増加はみられなかった。

表１のとおり、城ヶ島と大楠では禁漁区にマダカアワ

ビを、松輪と長井ではメガイアワビを放流しているが、

城ヶ島と松輪ではクロアワビの、長井と大楠ではメガ

イアワビの漁獲が他種に比べて多かった。 

各地区での市場調査の結果、城ヶ島と松輪のクロア

ワビでは、漁獲物に占める天然貝の割合が禁漁区への

種苗放流開始と同時期には他種に比べてすでに高く、

特に城ヶ島では2009年以降50％程度と天然貝の割合が

増えた。マダカアワビ、メガイアワビでは天然貝の割

合が高まることはなかった。 
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考 察 

2006年からアワビ類の大型種苗の放流が始まり、

2012年ごろまでは、程度の差はあるものの各禁漁区で

親貝密度の増加が認められた。このことは、種苗放流

による親貝場造成を目指した事業に、一定の効果をあ

ったことを示している。表３に示した密度の害敵生物 
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図５ 各地区の一般漁場におけるアワビ類の漁獲量と天然

貝と放流貝の割合の年変化 

 

が放流種苗の生残に大きく影響することはなかったと

いうことになる。しかし、そこから減少に転じ、各禁

漁区ともに親貝密度は低下した。この密度の低下につ

いては、食害生物の密度からはその影響は考えにくく

（表３）、禁漁区の大型褐藻類密度の変化に現れてい

るように、磯焼けの影響が大きいと考えられる。 

特にアラメ、カジメの減少が激しい長井では2014年

から、大楠では2015年から、漁業者はアワビ類の餌環

境が著しく悪化したと判断し、禁漁区への放流を見合

わせている。磯焼けのあまりみられない松輪では、親

貝密度の増加は他地区に劣ったが、2012年以降、他地

区では磯焼けの影響下で親貝密度が下がる中にあって

も、大きな密度低下はみられなかった。また、城ヶ島

では2014年以降磯焼け状態からの回復がみられるが、

それと同調して2015年の親貝密度は高くなった。禁漁

区外からの移動が原因との見方があるが、2012年以降

の城ヶ島禁漁区で見られたアワビ類は総じて痩せてお

り（三冨私信）、市場調査で見るアワビも同様であっ

たことから、これらの移動能力が高いとは考えにくい。

磯焼けの進行による餌不足が産卵期に岩礁の表面に表

出するアワビ類の性質を鈍らせたと考える方が妥当と

考えるが、このことについては今後検討する必要があ

る。 

松輪、城ヶ島が長井、大楠より磯焼けの程度が軽か

ったことについては、水温が関係している可能性が高

いと考えられる。三浦半島沿岸の磯焼けの原因と考え

られているガンガゼやアイゴは暖海系の植食動物であ

り、水温の上昇で摂餌活性は高まり、低下によって不

活化することが知られているが7、8)、三浦半島近傍で

の定線観測の結果、相模湾側の定点（st.12）、城ヶ

島下の定点（st.13）、半島先端の東京湾側の定点

（st.27）で、2011年から2015年の各年の１月から３

月の平均水温、塩分は相模湾側で高く、東京湾側で低

くなった（表４）。このことにより松輪、城ヶ島の藻

場では、ガンガゼやアイゴの影響が小さくなっている

と考えられる。 

 

表4 2011～2015年1～3月の定線線観測による三浦半島近傍の

定点における平均水温と平均塩分 

st.12 st.13 st.27

 平均水温(℃) 15.12 14.69 13.82

 平均塩分(PSU) 34.43 34.31 34.10  

 

設置した親貝場が有効に機能した場合、放流してい

る種が、放流場所周辺の一般漁場で天然貝として多く

見出されることになる。しかし、本研究の調査期間に

おいて、各禁漁区でそのような現象は見られなかった。

親貝場整備開始時には予期できなかった磯焼けの影響

により、親貝場での個体密度が十分に上昇せず、漁獲

に表れるだけの再生産効果が得られなかったことが、

その原因として考えられる。改めて親貝場として整備

し、大型アワビ類全体の資源量を増やすためには、ま

ず磯焼け状態からの回復が必要である。また、種苗放

流している種と、禁漁区外での漁獲量の多い種に相関
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が見られなかったことは、もともとその海域での生息

に適した種ではなく、別の種を放流したことが原因で

ある可能性を示唆する。松輪および城ヶ島での漁獲物

中にはクロアワビが優占しており、天然での再生産個

体も多い。一方、長井及び大楠ではメガイアワビが優

占していた。今後は暖海系大型アワビ３種の適切な生

息環境を明らかにした上で、その海域での放流に適し

た種の種苗を選択することにより、より効果的に資源

回復が進むと考えられることから、今後、親貝場造成

を考える上で参考にすべきであろう。 
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